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原子力学会シニアネットワーク連絡会
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 １．「電気料金」の基礎知識

 ２．「原子力発電所」の特徴的数値

 ３．「太陽光発電」の特徴的数値

 ４．「電気料金と原子力発電の関係」

 ５．「電源選択別電気料金制の試案」

 ６．「まとめ」
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 電気料金請求票



 使用量レベル毎の単価 １～１２０ ｋWh ２９．９ ￥／ｋWh

 １２０～３００ ３６．５

 ３０１～ ４０．２

 例示家庭での平均単価 ３６．７

 物価高騰対策 燃料費調整額 （税金で補助）   ー６．３ ￥／ｋWh

 再生可能エネルギー発電促進賦課金（全所帯から徴収） ３．５

 税金と徴収負担の支払い： ６．３＋３．５＝９．８ ・・・３６．７の２７％！

 小規模消費が安く、大規模消費が高い⇒⇒通常の経済論理とは逆！
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 原発 １基 １００万ｋW 予定運転年数 ６０年

 ⇒１００V x １０，０００，０００A 

 = ５０万V （送電線） x ２０００A ！！

 年間発電量 = １００万ｋW x ２４ｈ x ３６５日 x

  ０．７ （設備利用率） = ６１．３２億ｋＷｈ （～６０億）

 建設費：過去は３０００億円⇒現在仮に １兆円と仮定

 １兆円／（６０億ｋWh x ６０年） = 2.77円／ｋWh
 （つまり、原発建設費は 電気料金４０円／ｋWｈの内の３円くらい）
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 柏崎・刈羽原子力発電所 １～７号機 発電量（世界最大原発だった）

 １９８５年～２０１１年（２６年間） 合計 （柏崎市HPより）

 ８億９５００万MWｈ = ８９５０億ｋＷｈ （参考：島根 ２３９０億ｋWh）

 この電力が全て、関東地域に送電された。
 東京都民、関東各県民は、新潟県にお礼を言うべき。（参考資料４）

 月々５００ｋWhの家庭の場合⇒年６０００ｋWh
 ８９５０億ｋWh／２６年／６０００ｋWh = ５７４万家庭
 つまり、５７４万家庭の２６年分を支えてきた。 （参考：島根 １０８万家庭
 ３７年分）

 この電力を、現在の東電（火力・水力・再エネのみ）の
 設備で発電すると、４億トンのＣＯ２排出となる。

  ８９５０億 ｋWh x ０．４５ ｋｇCO2／kWh = 4.03ｘ10の１１乗ｋｇ 

  = ４．０３億トン （参考：中国電 １．２２億トン）
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 日本の総電力需要：

 ２０２３実績 ２０４０予想（第７次エネ基）

 ９８５４億ｋWh ～１兆２０００億ｋWh
 最大需要電力： １億５７６０万ｋW

 （２０２４）

 電源構成：
 再エネ  ２２．９％ ４０～５０％
 内訳 太陽光 ９．８％ ～２９％ （約３０％）

 水力  ７．６  ～１０

 風力 １，１  ～８

 原子力 ８．５％ ～２０％
 火力  ６８．６％ ～４０％
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 太陽光発電⇒昼間、快晴ならばフルパワー発電
⇒設備を増やせば、３億ｋWも可能

 しかし、夜はゼロｋWになる。 曇・雨の日も～ゼロｋW。    
これは、いくら設備を増やしても補えない。

 ⇒火力・原子力・大型水力、での補充が必要

 稼働率は、昼・夜で１／２、 晴・雨で１／２、                                                 
昼・朝夕で１／２

  ＝ １／８ = １２．５％ （これ以上にはならない）
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 第７次エネ基：２０４０年太陽光の割合 = 約３０％
 全国の電力供給量 ⇒ 年１兆２０００億ｋWh x ０．３０ = ３６００億ｋWh



 太陽光の設備利用率は１２．５％より高くはできないので、
 ３６００億ｋWhを発電するには、
 ３６００億ｋWh／（２４ｈ x 36５日 x ０．１２５） 

= ３．３億ｋＷ のソーラーパネル設備が必要。

 （岩手県と滋賀県を全部ソーラーで覆う面積が必要）

 快晴の昼間は３．３億ｋW発電してしまう。
 これは、２０２４年最大電力需要１億５７６０万ｋWの２．１倍。
 でも、夜はゼロｋW。 曇・雨の昼間も～ゼロ。

 夜・曇・雨の時の電源はどうするの？
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 電力会社ごとの電気料金

 ※1）1kWhの電気代は今いくら？全国の目安単価を詳しく解説します
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 発電単価（円／ｋWh）
 （２０４０年目標、再エネ４０％の場合） 

 太陽光（メガ） １５．３

 風力 （陸上） １９．５
 水力 （揚水含む）       １２．９   

 バイオ  ３２．９  

 原子力 １６．４

 火力ーCCS付き石炭  ２９．３

 ーCCS付きLNG  １９．９

 ーLNG専焼  ２０．２

Copy Right: Mikio Sakurai 2025 14



Copy Right: Mikio Sakurai 20２５ 15

 東電２０２２実績

 関電２０２２実績

東京電力2022年度実績電源構成

関西電力2022年度実績電源構成

https://power-hikaku.info/column/dengen/img/3.png
https://power-hikaku.info/column/dengen/img/6.png


 東京 大阪 （東京／大阪）

標準家庭電気料金 ４１．０５ ２８．５１ １．４４     

（円／ｋWh） （２０２４．４月）

CO2排出係数 ０．４５１ ０．３０９  １．４６
（ｋｇ－CO2／ｋWh）

 表１ 電気料金とCO2排出係数の比較（東京、大阪）

 東電、関電のHPより、 CO2排出係数の公表値（２０２１年度）

関電は、原子力の再稼働により、電気料金を低く維持

東電は、原子力無し、LNG・石炭・石油の多用で高価
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 北海道電力

 九州電力



 北海道 九州 （北海道／九州）

標準家庭電気料金 ４７．２６ ２８．７８ １．６４
（円／ｋWh） （２０２４．４月）

CO2排出係数 ０．５３１ ０．２５８ ２．０６
（ｋｇ－CO2／ｋWh）

 表１ 電気料金とCO2排出係数の比較（東京、大阪）

 北海道電、九州電のHPより、 CO2排出係数の公表値（２０２３年度）



九州電は、原子力の再稼働により、電気料金を低く維持

北海道電は、原子力無し、石炭・石油・LNG多用で高価
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 電源構成 （２０２３） 火力５４％、水力５％

  電気料金 ４１．９￥／ｋWh

CO2排出係数 （２０２３） ０．５１１ CO2-ｋｇ／ｋＷｈ



 TSMC（熊本） と ラピダス（北海道）

 TSMC 大規模工場 ⇒88万kWの電力設備 ⇒ 年間70億
kWhの電力を使用

 ⇒北海道と九州の電気料金で運転した場合の差額：
70億kWh ×（47.26−28.78）円/kWh＝1294億円/年
⇒ この差がラピダスの経営競争力を不利にする。

 工場稼働率： 88万kWで年間フル操業ならば

88万kW × 24h × 365日＝77.0億kWh なので、

70億kWh/77億kWh＝90.9％

 昼夜ほぼフル操業している。
夜間操業のための安定電源（原子力、火力）が必要。
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 データセンターは生成ＡＩの普及で、１００万ｋＷ規模

 夜間操業のための安定電源（原子力、火力）が必要



 データセンターの建物内部
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 学生の皆さん、

 生成AIやICT産業界へ多くの人材が求められて

います。

 安定電源が十分でないと、産業そのものが

機能しないことをよく認識して活動してください。

 “ＡＩ 止（と）めるに頭はいらぬ。スイッチ一つを切れば

良い“
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 参考資料 １）、２）

 電気料金の格差： ・・・理由は原子力の有・無
 東京は、   関西の１．４４倍、
 北海道は、九州の１．６４倍、

 東京・北海道などでは、原子力に賛成の人が、不本意ながら、
原子力以外の高い電気料金を支払い。

 関西・九州などでは、原子力に反対の人も、不本意ながら、
原子力の安い電気料金を享受。

 社会的な不公平要因

 消費者が希望する電源構成に対応した選択肢を用意して、
それに見合った電気料金を設定する制度の試案を提起する。
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 考え方：

 ・電力消費者が希望する電源の組み合わせをベースに

 選択肢を設定：

 選択肢１ ：CO2排出ゼロ電源を希望する消費者

 のための選択肢

 選択肢２ ：CO2排出はゼロにはならないが、

 CO2排出を極力削減した電源を希望

 する消費者のための選択肢

 選択肢３ ：原子力を使わない電源を希望する

 消費者のための選択肢
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 発電比率（％）

 太陽光（メガソーラー） １５＊
 風力  ６

 水力（揚水含む）         １０

 バイオ ５ 再エネ計 ３６  

 原子力 ２２

 火力ー石炭 １９

 ーLNG ２０ その他 ３

 ＊発電量が１５％ということは、設備利用率が１２．５％なので、

 発電設備は１５％の８倍＝１２０％程度あるということ。
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 選択肢① ： CO2排出ゼロ電源を希望する消費者のための

 選択肢

 ①－A：再エネ１００％ を希望する消費者向け
 ２０３０目標値

  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

  風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％

  バイオマス  ５％

 （その他は無視できる程度）

 ・この選択肢を選ぶ人は、晴れの昼間は１００％電力を使えるが、夜間・曇
雨には安定電源の１５％程度しか電力を使えない。他は停電！！

 ・競争入札の高値入札者に１５％を配電するので、電気料金は大幅に高
騰。

 ・再エネ１００％が可能という人がいるが、それは競争入札で勝った人のみ。
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 ①－B：再エネの他、原子力も受入れる消費者向け
 ①－A ＋ 原子力 ２０３０目標値

  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

  風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％

  バイオマス  ５％

 （その他は無視できる程度）

 原子力：  ２２％
 ・この選択肢を選ぶ人は、晴れの昼間は１００％の電力を使えるが、夜
間・曇雨には安定＋原子力の３７％程度しか電力を使えない。           
他は停電！

 ・競争入札の高値入札者に３７％を配電するので、電気料金は中程度 
に高騰。

 ・原子力の設備拡充により、競争入札の厳しさは大幅に緩和される。
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 選択肢②： CO2排出はゼロにはならないが、CO2排出を極力

 削減した電源を希望する消費者のための選択肢

 ②：再エネ＋原子力＋高効率火力（＊＊）のベストミックス

 電源を希望する消費者向け         ２０３０目標値
 変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

 風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％

 バイオマス     ５％

 原子力：  ２２％

 高効率火力：（２０３０に火力の６割が高効率火力と推定） ２５%

 ・この選択肢を選んだ人は、晴れの昼間と需要が低下する夜間は十分な電
力を使える。曇・雨の昼間は安定＋原子力＋火力の６２％の電力しか使え
ない。他は停電！！ ・競争入札になるので、電気料金は小幅に高騰。

 ・原子力の設備拡充により、競争入札の厳しさは大幅に緩和される。
 （＊＊）効率向上・燃料変更などのCO2削減策、あるいは、CO2回収設備を設けた火力
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選択肢③：原子力を使わない電源を希望する消費者のための選択肢

③： ①－A + 火力 を希望する消費者向け
 ２０３０目標値

  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

 風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％

 バイオマス     ５％

 火力： ４１%

 ・この選択肢を選んだ人は、晴れの昼間と需要が低下する夜間は十分な電力を
使える。 曇・雨の昼間は安定＋火力の５６％の電力しか使えない。他は停電。

 ・競争入札になるので、電気料金は中程度に高騰。

 ・一方、CO2排出削減に非協力的な姿勢を非難され、外交対策費が大幅に高騰

（COP２９で、途上国に年間４８兆円「気候資金」を支払う約束）
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 電力不足なく 安定供給できる構成は？

 ②変更：再エネ＋原子力＋（高効率＋在来）火力で原子力
 の比率を高めた構成  ２０３０目標に変更を加える

 変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

 風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む） 10％

 バイオマス     ５％

 原子力：  ２２ ⇒４５％

 （高効率＋在来）火力：  25  ⇒４１％
 ・この構成にすると、晴れの昼間と需要が低下する夜間のみならず、曇・雨の昼
間も安定＋原子力＋火力の１００％の電力が使える。

 ・火力の増加でCO2排出量が増えるので、外交対策費が中程度高騰。

 ・夜間は、CO2排出ゼロが可能。
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 選択肢ごとの電気料金比較

 選択肢 発電コスト 競争入札費 外交対策費

 ①ーA： １７．８ ＋ 大幅高騰額

 ①ーB：  １７．３ ＋ 中程度高騰額

 ② ：  １８．１ ＋ 小幅高騰額

 ③ ：  ２０．９ ＋ 中程度高騰額 ＋ 大幅高騰額

 ②変更： １９．３   ＋ 中程度高騰額

 発電コストの数値は、P14の発電コスト表と各試案の電源比率を用い
て計算した。

 （各選択肢の発電コスト計算を参考資料以降に示す。）
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 ２０４０予想（第７次エネ基）

 日本の総電力需要： ～１兆２０００億ｋWh

 最大需要電力： １億６５００万ｋW （２０３４年予測値）（＊）

 電源構成： 再エネ ４０～５０％
 内訳 太陽光  ２９％ （約３０％） 発電設備規模＝３．３億ｋＷ

 水力 １０％

 風力 ８％

 原子力  ～２０％ （（注）⇒～４５％）
 火力 ～４０％

 晴れの昼間は、太陽光だけで３．３億ｋW発電（最大電力需要の２倍！）

 雨・曇の昼間は、太陽光が～ゼロ、水力＋原子力＋火力で７０％しか充
足できず、停電！！

 （注） 停電を回避するためには、原子力を４５％程度に引き上げる必要がある。

 （＊）今後の電力需要の見通しについて 資エネ庁 ２０２５．１．２７
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原子力発電所 東北電力

データセンター
生成ＡＩサーバー

家庭
事業所

半導体工場

・立地地域への直接的な電力供給＋社会インフラへの投資誘導

電気料金の特別優遇
還元効果 雇用の場・機会の拡大

社会インフラの拡充 （育児・教育・医療・高齢者）

自治体



 ２０２４年４月制定の電気料金から、電力会社の電源構成ご
とに電気料金が大きく異なる形が顕著となった。言わば、電
源選択別電気料金制の始まりである。

 原子力の再稼働が進んでいない東電・北海道電の電気料金
は、再稼働が進んでいる関電・九州電に比べて、１．５倍の
電気料金となっている。

 原子力の比率が高い電力は電気料金が安くなるが、政府
のエネルギー基本計画の中では電源構成と電気料金の関
係、天候に左右される再エネが大量に投入された場合の電
力供給の不足（停電の有無）について十分な説明がなされ
ていない。

 P３９のまとめ表は、それらを分析したトライアルである。
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 電力消費者の電源に対する意識が多様化しており、希望する電
源構成に対応した電気料金を払うという考え方に移行すべき時期
に来ているのではないか。

 一方、希望する電源構成における限られた電力を取り合う構造に
なるため、電力不足（停電）や競争価格の高騰が予想される。

 消費者は電源を選択する（希望する）以上、それによって生じる
結果（停電、価格高騰、など）を甘受する覚悟が必要であり、加え
て、選択肢を実現するための努力責任（＊）が必要であろう。

 （現状では、最初に述べたように、原子力に対する考え方と電力構成が

 合致していないことによる社会的不公平が生じている。）

 （＊）努力責任＝電源立地・増強促進のための立地地域へ

 の支援、協力、感謝の気持ちの表明、など。

Copy Right: Mikio Sakurai 2025 44



 １) 電源選択別電気料金制の試案を通して電力安定供給の危機を考える

 「原子力の新潮流」 原子力国民会議 2024.５月号 櫻井三紀夫

 ２） 電源選択別電気料金制を考えるべき時ではないか

 「原子力の新潮流」 原子力国民会議 2023.１１月号 櫻井三紀夫

 ３）「2030年CO2排出46％削減」は曇・雨の日に停電になる数字だ

 AGORA 2021.9.18 櫻井三紀夫

 ４）「東京都民は「核のゴミ」処分地文献調査の自治体にお礼に行きましょう」

 AGORA 2025.1.10 櫻井三紀夫

 （関東地域の人は、発電で新潟県に、使用済み燃料の処分で北海道・

 佐賀県にお世話になっているので、感謝の気持ちを表すべき）


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 参考資料
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 電力はエネルギー別に選択できるのか？
 ー 発電された電力は送電網に乗れば区別できない。

＜例題＞再エネ１００％電源（１－A)を希望する家庭・企業の夜の場合

 ・受電者が再エネ１００％電源でｘｘｋW受電希望と連絡。（＊） （＊＊）

 ・水力・バイオの発電者がｙｙｋW発電中と連絡。（＊）

 ・ｘｘ＜ｙｙであれば、受電者はｘｘｋＷを受取れる。

 ・両者間の送電網は広域で供用されている。（＊＊＊）

 ・実際に受取った電力が何で発電されたものかは分らないが、

 電力系統全体でみれば、 再エネ１００％の発電量以内。
               

 （＊）一般社団法人「電力需給調整力取引所」において、需要と供給を調整。

 （＊＊）「小売電力事業者の再エネ電力メニュー」に加入する必要がある。

 「非化石証書」の発行により、CO２排出無し電源を証明。

 （＊＊＊） 近い将来、スマートグリッド化が進む。
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 受電者が多数で、ｘｘの合計＞ｙｙとなると、再エネ１００％電力
は不足となり、競争入札で高値を入れた受電者だけにｙｙｋＷを配分。

 具体的には、

・再エネ１００％の夜間電源（水力・バイオ）は、全国合計で１５％（＝ｙｙ）

しかないので、受電者の家庭・企業が１５％以上の再エネ電力を

希望した（＝ｘｘの合計）場合、ｘｘの合計＞ｙｙとなる。

 ・競争入札を行い、勝った家庭・企業だけに１５％分を配分し、残りは

 夜間停電となる。

 この場合、「小売電力事業者の再エネ電力メニュー」に加入していても、
受取れる再エネ電力が無いので、停電となる。

 「非化石証書」を受取っていても、証書は無効。

 他の選択肢においても、同様の取引により電源

 選択が行われる。 （前ページ（＊）の取引所）
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 選択肢①－A:再エネ１００％ を希望する消費者向け

       変動電源： 太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

  風力   ６％

 安定電源：  大型水力（揚水含む） 10％

  バイオマス    ５％

 （１５．３ｘ０．１５＋１９．５ｘ０．０６＋１２．９ｘ０．１０＋３２．９ｘ０．０５）／
０．３６ ＝６．４０／０．３６

 ＝１７．８

 これに競争入札の高値入札額が大幅に加わる。
 ⇒１７．８＋大幅高騰額



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 選択肢①－B: 再エネの他、原子力も受入れる消費者向け

  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

 風力  ６％
 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％
 バイオマス   ５％
 （その他は無視できる程度）

 原子力：  ２２％

 （１５．３ｘ０．１５＋１９．５ｘ０．０６＋１２．９ｘ０．１０＋３２．９ｘ０．０５ ＋
 １６．４ｘ０．２２）／０．５８＝１０．０／０．５８
 ＝１７．３

 これに競争入札の高値入札額が中程度に加わる。
 ⇒１７．３＋中程度高騰額
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 ②：再エネ＋原子力＋高効率火力（＊＊）のベストミックス
 電源を希望する消費者向け ２０３０目標値
  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）
 風力  ６％
 安定電源：大型水力（揚水含む）    10％
 バイオマス     ５％
 原子力：  ２２％
 高効率火力：（２０３０に火力の６割が高効率火力と推定） ２５%

 （１５．３ｘ０．１５＋１９．５ｘ０．０６＋１２．９ｘ０．１０＋３２．９ｘ０．０５ ＋
 １６．４ｘ０．２２ ＋20.2ｘ０．２５）／０．８３＝15.1／０．８３
 ＝18.１
 これに競争入札の高値入札額が小幅に加わる。
 ⇒18.１＋小幅高騰額
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選択肢③： ①－A + 火力 を希望する（原子力を使わない）消費者向け
２０３０目標値

  変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）
 風力  ６％
 安定電源：大型水力（揚水含む） 10％
 バイオマス     ５％
 火力： ４１%（LNG２５％＋石炭１６％）

 （１５．３ｘ０．１５＋１９．５ｘ０．０６＋１２．９ｘ０．１０＋３２．９ｘ０．０５ 
 ＋20.2ｘ０．２５＋29.3ｘ０．１６）／０．７７＝１6．１／０．７７
 ＝20.9

 これに競争入札の高値入札額が中程度に加わる。

 さらに、CO2排出削減に非協力的な姿勢を非難され、外交対策費が大幅に高騰
（COP２９で、途上国に年間４８兆円「気候資金」を支払う約束）

 ⇒20.9＋中程度高騰額＋大幅外交対策費
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 電力不足なく安定供給できる構成は？

 ②変更：再エネ＋原子力＋（高効率＋在来）火力で原子力

 の比率を高めた構成 ２０３０目標に変更を加える

   変動電源：太陽光 １５％（設備能力は１２０％）

 風力  ６％

 安定電源：大型水力（揚水含む） 10％

 バイオマス     ５％

 原子力：  ２２ ⇒４５％

 （高効率＋在来）火力：  ２５ ⇒４１％

 （１５．３ｘ０．１５＋１９．５ｘ０．０６＋１２．９ｘ０．１０＋３２．９ｘ０．０５ 

 +16.4x0.45＋20.2ｘ０．２５＋29.3ｘ０．１６）／１．２２＝23.5／１．２２

 ＝ １９．３

 ・火力の増加でCO2排出量が増えるので、外交対策費が中程度高騰。

 ・⇒ １９．３＋中程度外交対策費
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 電気料金＝発電コスト＋託送コスト＋経営経費

 発電コスト： P1２の数値

 託送コスト： 送電・配電に要するコスト



 東電の場合：８．５７／１９．４３＝０．４４    (44%)
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全国10社の電気の託送料金

電力会社
1kWhあたりの託送料金

（経済産業省による修正前比）

従量電灯プランの電力量料金

（1段階目の最低料金）

北海道電力 8.76円（－0.13円） 23.54円

東北電力 9.71円（－0.05円） 18.24円

東京電力 8.57円（－0.04円） 19.43円

中部電力 9.01円（－0.02円） 20.68円

北陸電力 7.81円（－0.27円） 17.48円

関西電力 7.81円（－0.05円） 22.83円

中国電力 8.29円（－0.16円） 20.34円

四国電力 8.61円（－0.05円） 20.00円

九州電力 8.30円（－0.06円） 17.13円

沖縄電力 9.93円（－1.57円） 22.49円

https://selectra.jp/energy/kaisha/hepco
https://selectra.jp/energy/kaisha/tohokuden
https://selectra.jp/energy/kaisha/tepco
https://selectra.jp/energy/kaisha/chuden
https://selectra.jp/energy/kaisha/rikuden
https://selectra.jp/energy/kaisha/kepco
https://selectra.jp/energy/kaisha/cepco
https://selectra.jp/energy/kaisha/yonden
https://selectra.jp/energy/kaisha/kyuden
https://selectra.jp/energy/kaisha/okiden
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